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パ ブ リッ ク ・ス ク ー ル にお け る 「罪」 と 「罰」 の 実証的研 究

一
ハ ロ ウ校 『懲罰記 録簿 （Punishment　Book）』

（1888〜 1965年）の 分析 を通 じて
一

山口 晃子 （関西大学大学院）

　数十年前まで の 英国の パ ブリ ッ ク ・
ス クー

ル

は 、 鞭打 の 罰を含めた厳 しい 懲罰や フ ァ ギン グ

（上級生に よる下級生使役）による苛酷な規律を

も っ た学校で あっ たこ とはよく知 られ て い る。

1960年代の カ ル トン の調査に よ っ て も、教師に

体罰が許 され て い るパ ブ リ ッ ク ・ス ク
ー

ル は

87％、監督生などの 生徒 に許 可 され て い るパ ブ

リッ ク
・ス ク

ール が 62％もあっ たの である 。 し

たが っ て校長や教師が鞭を持 ち歩 くの は 、い ま

の 教師がチ ョ
ー

クを持ち歩 くこ とと同 じで あ っ

た。鞭打 の 懲罰は教育的懲罰 とされ て当然視さ

れて い た。古い 時代にはイー トン校の校長の キ

ー
ツ や ウ ダ ー

ル の よ う な 鞭 打 中 毒 症

（birch−addicted ）や 強 迫 的 鞭 打 性 感 者

（obsessive 　flagellant）の 教育者が い くらもい

た 。 もちろん社会全 体が肉体的暴力で 充満 し、

しかも鞭打は肉体の 浄化 （mortification 　of 　the

flesh＞をもたらす もの だ とい う信念 さえ行 き渡

っ て い た時代の話で は ある。

　パ ブ リッ ク ・ス クール を今 日あらしめたと賞

賛 され る ラグビー校校長 トマ ス ・ア
ー

ノル ドに

とっ て さえ、鞭打は教育的営為そ の もの であ っ

た。あやま っ て 無実の 生徒に 18回 も鞭を うち、

地元新聞 に糾弾され て い る。 また、現在 の 英国

首相 トニ
ー ・ブ レア もス コ ッ トラ ン ドの パ ブ リ

ッ ク ・ス クール （フ ェ テ ス 校）時代に フ ァ グとし

て上級生に仕えたが、上級生 に体罰をしば しば

受け 、 学校嫌い にな っ たほ どで ある 。

　 し か し、パ ブ リッ ク ・
ス クー

ル の 懲罰やフ ァ

ギ ン グ の 実態 となると、ほ とん ど研究 されて こ

なか っ た 。 おぞま しく、かつ 不名誉な事態であ

る だ け に 、そ うした こ とが記録 として残 され て

こ なか っ た こ とに よるだ ろう。われわれがその

実態を知 る こ とが で きるの は、パ ブ リッ ク ・ス

ク
ー

ル 卒業生の 自伝な どの 断片情報を つ うじて

で しか ない。これ まで の パ ブ リ ッ ク ・ス ク ー
ル

の 研究書は、もちろん体罰やフ ァ ギ ン グにつ い

て 触れて い るが、管見の か ぎり、印象論的な描

出がほ とんどで、体系的な分析がなされ て い る

わけ で は な い。鞭打を含め て 、パ ブ リ ッ ク ・ス

ク
ー

ル で は 、
い っ た い 生徒 の い かな る罪に対 し

て、い かなる懲罰が加えられ たの か 、そ の 変化

はどの よ うなもの で あっ た の か。

　幸い に もハ ロ ウ校 の 文書史料館に 貴重資料 と

して保存されて い る 「懲罰記録簿」（Punishment

Book）をデジタル カ メラで 複写する機会を得た。

また、大量の 関連史料を閲覧 ・複写 し、ハ ロ ウ

校に て 教師や生徒、ア
ー

カイ ヴの ア
ー

キ ヴィ ス

トに対す るイ ン タ ビ ュ
ー

も行 うこ とが できた 。

本研究は、史料 「懲罰記録簿jの 分析を中心に、

パ ブ リッ ク ・ス ク
ー

ル に お ける教育的懲罰の実

態 とそ の 変化 を教育的懲罰の 文 明化過程の視点

か ら分析するもの で ある。

　 「懲罰記録簿」 には、1888年か ら 1965年ま

で の 生徒の 罪に対す る懲罰が記載されて い る。

記載 の 形式はつ ぎの よ うである。それぞれ の 頁

の 上方には頁数 と年 ・学期が記載され て い る 。

そ して、Date（日付）、Na皿e （懲罰対象の 生徒氏名）、

Fo  （学年 ・クラ ス ）、
　 Offence（違反の 内容 ・罰

せ られる理由）、Sent　 Up　By（罪 を犯 した生徒を

校長に 申告 し た教師名）、Punis  ent （懲罰の 内

容）が記入 され て い る。1 頁 （1888 年）か ら 245

頁（1965年）まで あり、そ の 間に 8 人 の 校長が入

れ替わ っ て い る。8 人の校長の 在職期間と字体

の 癖が
一
致するこ とか ら、校長 によ る手書きの

記 録簿で ある こ とがわか る。1頁に 2G 人か ら 30

人分の 生徒の記述があ り、ハ ロ ウ独特の 言葉や

言い 回 しが よ く使われ て い る。また、「懲罰記録

簿」 は、懲罰 の 記録化であ るが、こ うした記録

化は、恣意的な懲罰の抑制 と同時に罰は 「教育

的亅懲罰で あり、厳粛な儀式で ある とい う懲罰

をめ ぐる両義性を示唆 して い る。

　 「懲罰記録簿」 に記 載され て い る内容の 具体

例 として 、英国の 元 首相であ りノ
ーベ ル 文学賞
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も 受 賞 し た ウ ィ ン ス ト ン ・チ ャ
ーチ ル

（1874−1965）の事例をあげるこ とができ る。チ ャ

ー
チ ル は こ の 「懲罰記簿」 に頻繁に登場 して い

る。ざっ とみただ けで も、1890年 3 学期に は、

罪に
‘
℃utting 　extra 　School

”

（特男1腫 業をさ

ぼっ た こと）とあり、懲罰 として
‘‘
Flogging（7）

”

っ ま り鞭打 7 回が与えられて い る。また、同年

同学期に、
‘‘
Continued　Idleness

”

（常習的怠慢〉

と い う理 由 で 、
‘ ‘

Card ＆ Lines 　 two　 half

holidays
”
（カー ドつ ま り鞭打になる懲罰得点 と

2 日間の 半 日休暇に 筆写）とい う懲罰 を与 え ら

れ て い る 。 翌年 1891年 2 学期に も、

‘‘
Bathing

twice 　in　a　day”

（1 日に 2 回水浴びをしたこ と）

で 、
‘‘
Kept　back ＆ Bathing　 stepped

”
（停学

と水浴び禁止）とい う懲罰 をうけて い る。

　 「懲罰記録簿」 の 分析 は大き くふ たつ の 方法

で行 っ た。ひ とつ は、8 世代の 校長時代 の 、そ

れぞれの校長時代別の 「罪」と「懲罰」の種類 （類

型）をそれ ぞれ 単純集計す る こ とで あ っ た 。 これ

に よっ て 、 罪 と懲罰の 具体的な内容や体罰 の 頻

度などの 時系列変化 をみた。時代ご との特徴、

例えばある時代に特に多い罪や懲罰などが明ら

か になっ た の で ある 。 ふ たっ めの 方法は、体罰

の み に注 目 して、全校生徒数に対 して の 鞭打の

頻度はどれほ どの割合で あっ たか を分析す る こ

とで あっ た 。 こ の分析に関 して は、校長時代別 ・

年別統計を とっ た 。 年度別 の 全校生徒数は、ハ

ロ ウ校の文書史料館で得たデー
タ と全校生徒を

学級ご とに記載 した『生徒名簿帖』（Bill　 Book）

に基づ い て集計 した 。

　ひ とつ め の 方法では、「懲罰的記録簿」に出て

きたさまざまな 「罪」 を、教師の 主観的判断に

よっ て 下された 内面や態度に よる罪 （例えば、

怠惰とい う態度）、試験で の不正やカ ン ニ ン グ と

い っ た罪、何か具体的な行為によ っ て下 された

罪 （例えば、窓の 破壊や窃盗など）の 3 タイプ

に分類 した。時代が経 るに つ れ 、「内面や態度を

裁 くもの （態度）」か ら F客観的な指標を もつ も

の （行為）」 に変わっ て い く。そ して、罪 自体の

頻度 も減少して い る こ とが分か っ た。体罰の 絶

対数が減少 しただ けで な く、罰や罪の 内容 も変

遷 して い っ た とい うこ とである 。 また 、 ふた つ

め の方法で は、体罰 （鞭打）が明らか に減少 し

た こ とも明らかにな っ た。こ の よ うに、体罰は

文明 に反 して い るよ うに見えるが 、生徒 の 客観

的な悪い行為に対 して しか罰を加えなくな り、

また鞭打自体も減少 して い くこ とか ら、体罰の

文明化 （近代化）が起 こ っ たこ とがわか る。ヴ

ィ ク トリア 朝に 中流階級が台頭 し、彼 らの パ ブ

リッ ク ・ス ク
ー

ル へ の 要求や 批判に よ っ て 、
パ

ブ リッ ク・ス ク
ール は さまざまな改革が行われ、

バ ーバ リズ ム の時代か らア ス レ テ ィ シ ズ ム の 時

代 へ 変化 し た。こ うい っ た時代に よる影響もあ

っ た の で あろ う。

　 「懲罰記録簿」 の ふ た つ の 分析に よる知見を

まとめると次の よ うになる。 時代 とともに懲罰

を受ける延べ 生徒数が減少 して い く中で、罪が

「態度」 か ら 「行為」 に変わ っ て い く傾向がみ

られた。時代 とともに 、鞭打の 頻度自体が減っ

て い っ た が、それだけで な く、最も痛みを伴 う

flog、　birchか ら cane へ と移行し、さらに最後

には鞭打の 中では比較的痛み が緩やかな beat

へ と変化 し て い っ た。懲罰を犯す生徒が減 っ た

とい うよりもむ しろ、学校側が ささい なこ とを

安易に懲罰 の 対象 とみ なさなくなっ た の であろ

う。 そ の 証拠に 、 時代が進めば進む ほ ど罪 と懲

罰の記述が長くな っ て い る。懲罰における恣意

性が排除 され、客観的な逸脱行為を対象として 、

懲罰が執行され るよ うになっ たの で ある。そ の

ため、教師が罰 を与える際には丁寧な説明が要

求され るよ うにな り、懲罰 として の鞭打も減少

して い っ た 。 退学処分にはそれ ほ ど数値の変化

がない が 、退 学は、重大な逸脱に対する非常に

重い懲罰である の で慎重に考慮 されるため時系

列的な変動がす くない の で あろ う。

　本研究は、今ま で なされて こ なか っ た教育的

懲罰 の 実態につ い て実証的な研究を行 い 、鞭打

ちとい っ た体罰を含む罰の 実態を、ハ ロ ウ校 と

い う特定の学校の 具体的な実態に基づ い て客観

的に明 らかに した 。 研 究 の 結果と して 、 体罰は

文明化と離れた もの の ように見 える し、体罰は

野蛮なもの で あるが、体罰の 中に も変化があっ

た こ とが明 らか にな っ た の であ る。 しか し、目

に見える懲罰権力 の 衰退 と平行 して生徒の 生活

の すみずみ まで管理する 目に見えない 規律 ・訓

練権力が台頭 して くる。『懲罰記録簿』の背後に

あるパ ブ リ ッ ク ・ス ク
ー

ル の新 しい 管理 と権力

につ い ては 、 こ れ か らの 課題 であ る。 しか し 、

教育的懲罰が どの ように して 文明化 されて い っ

た か の推移の プ ロ セ ス に つ い て は 、史料内在的

に把握で きた の で はな い か とお もっ て い る。
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